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年 1月30日、米国農務長官エドシェイファーは、連邦政府が監査している屠殺場で非歩行の  2008   USDA Statement  
No．0025．08  障害のあるウシが非人道的に取り扱われているという米国動物愛護協会の申し立てに対して以  

下の声明を発表した。USDAは非歩行の障害のあるウシおよび特定危険物質として同定されたウ  
シの組織をヒト食品に使用することを禁止している。本件に関し調査を開始しており、食品安全性  
違反または人道的取り扱い法がすぐに執行されるであろう。  

2007年9～11月に上海地区全域の23の養豚場からフタ真横体480例を集め、HEVRNAの有無を  
PCRにより調べた。23の養豚場の内6箇所（26．1％）が陽性であった。検体の陽性率は5％（24／480）  
で、24の分離株は全て遺伝子型4HEVであった。系統遺伝学的解析の結果、4つのサブグループ  
に属し、4つの内3つのサブグループは以前上海で同定された株と近縁であったが、1つは地理的  

に異なった地域から導入された可能性があった。   

■■■■■－●■●●－－－－－－－一一一－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－一一－－－－－－－一－■－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－■一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－  

スペインでブタに曝露しているヒト101名と曝露していないヒト97名におけるHEV感染の有無を調べ  
た。抗HEVIgG保有率は曝露群では18．8％、非曝露群では4．1％であった。ブタに接するヒトの抗日EV  
lgG保有リスクは5．4倍（P＝0．03）であった。HEV感染は養豚作業員の職業病として扱うべきである。  

Acta Vet Scand 

2008；50：12  

AmJTropMed  
Hyg2008；78：  
1012－1015  

麗女潅が1ケ月程、疲労感が続いたため、血液検査をしたところ、肝酵素値の著しい  フランスの41   

2007；13：1094－  EmergInfectDis  1096  上昇を示し、HEV抗体、HEV特異的tgMおよぴHEVRNAが検出され、E型肝炎と診断された。症状  

の出る8週間前に患者はフランス生まれのベトナムブタを飼い始めており、そのブタの血清から、  
HEVRNAが検出された。ブタのHEVは患者と同じ遺伝子型3で、ヌクレオチドで92％、アミノ酸で98％  
の相同性を有した。ペットのブタが感染源と考えられた。   
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ニュージーランドにおいて供血者265名でHEVTgGを、また原因不明の肝炎患者77名でHEVを検査  

した。その結果、HEVIgGの血清陽性率は4％であった。原因不明の肝炎患者4名からHEV遺伝子  
型3が分離されたが、全員高齢者であった。臨床および配列データから2名はヨーロッパで、他の2  
名はニュージーランドで感染したことが示唆された。NZでの感染例は日本由来のHEVと最も類似  
しており、NZブタ由来のHEVとの相同性はほとんどなかった。ブタ以外の保有宿主がNZにおける  
HEVの感染源であることが示唆された。   
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インドネシアBaIiの孤発性急性肝炎患者57名および2または3ケ月齢の飼育ブタ101頭から得た血  
清を抗HEVおよぴHEVRNAについて検査した。57名中2名（3．5％）が高力価の抗HEV抗体を示し、1  
名でHEVRNA（BaliEO3－46）が検出された。ブタ101頭中58頭（57．4％）が抗HEV陽性で、5頭でHEV  
RNAが検出された。HEVは全てジェノタイプ4であった。ヒト由来の分離株はBaliのブタ由来の分離  
株5例中4例と97．3－98．3％と高い相同性を示した。ブタがHEV宿主であることが示唆された。  

J Gastroenterol 
Hepato12007；22：  

1236－1240  

JMedViro12007；  
79：1138－1146  

中国H。。an省の16の養豚場のブタの血清について抗HEV抗体およぴHEVカブシド抗原の有無を調  
べた。904検体中617例（68，3％）が抗日EV抗体陽性、57例（6．3％）が抗原陽性であった。陽性率は養豚  
場により有意な差があり、また、3月齢より上のブタは3月齢以下のブタより抗体陽性率および抗体  
力価が有意に大きかった。HEV抗原はHEVRNAと密接な相関を示した。同省のブタ感染HEVは遺  
伝子型4か新規の遺伝子型であった。  

JMedViro12008こ  

80：1391－1396  

佐賀東商の母豚、肥育牛、子牛、野生イノシシのE型肝炎ウイルスの感染状況について明らかに  
するため、血清、肝臓および大腸内容物について調査を実施した。その結果、母豚22頭中1頭の  
大腸内容物および野生イノシシ59頭中1頭の血清からHEVが検出された。遺伝子解析の結果、母  
豚由来のHEVは仙台および米国のE型肝炎患者由来のウイルスに最も類似していた。イノシシ由  

来のウイルスは国内肥育豚および海外渡航歴の無い国内E型肝炎患者から検出されたウイルス  
に最も類似していた。国内E型肝炎はズーノーシスであり、また家畜のHEV感染源として野生動物  
の可能性が考えられた。  

■一一一一■一一一－－－－－－－■■L＋▲■－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－一一一－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－一一一一一－一一－‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

2008年1月17日、米国／くクスタ一社は、ヘパリンナトリウム1000units／m110および30mlマルチドー  

ズバイアル9ロットの自主回収を開始した。同社製抗血液凝固薬ヘパリンの注射に関すると思わ  
れる多数のアレルギー反応が報告されたためである。同社は原因を同定するため調査中である。  

JVet Med2007；  
60：658－663  

FDA／Recall  

l月25日  シーショック  
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2008年2月28日、米国／くクスタ一社はヘパリンナトリウム注マルチドーズ、シングルドーズおよぴ  
HEP－LOCKヘパリンフラッシュ製品の残りの全てのロットを自主回収すると発表した。バクスター社  
のへ／りン回収によリヘ′＝ンの供給が危うくなることはないとFDAが判断したためである。同社  
はFDAと協力して原因を究明中である。  

－－－■■－■■■■一一一一一一一一－－－－－一一－－－－－－－－－－一一一一一－－一一一－－－－一一一一一一一一一－－－－－－－－－一一一一－－一一一－－－－－－－－一一－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－一一■  

FDA／Reca］1  

2月28日  シーショック  
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米国でBaxter社のヘパリン製剤でアレルギー反応の副作用報告数が増加したため、8axter社は1  

月末以降自主回収を始めた。FDAによると、Baxter社の製剤に使われた原薬には異物の混入が  

確認されているが、副作用との因果関係は不明で、原因は特定されていない。Baxter社のヘパリ  
ンは中国で製造されている。  

アナフィラキ  
シーショック  

FDA／CDERDrug  
lnformation2008年  
3月11日、  
FDA／Recat12008年  

1月25日  

2006年にNBS／HPATTlサーベイランスへ報告された輸血を介して伝播した感染症（TTIs）と思わ  
れる症例は計29件で、その内、2例（KIebsieL［apneumoniae感染症例．streptococcusbovis感染症  
例）がTT］sと確定された。また2007年初めに，HPAは輸血に関連する4例日のvCJD感染症例  
（1997年後半に．多くの血液成分の輸血を受けたレシピエント。1ユニットの非白血球除去赤血球  
のドナーが供血17カ月後にvCJDを発症し．このレシピエントは輸血の8．5年後に発症）を通知した。  
2006年に受け取った報告数はその前の6年間のサーベイランスで最も少なかった。  

Protection Report 

l（43）2007年10月  
HPA／Health   26日  

ドイツNurembergの動物園でチーターが、狂牛病に似た症状で死亡し、ドイツにおける初めてのネ  
コ科（俺Iine）の海綿状脳症（FSE）であると2007年9月6日に市当局は発表した。メスのチーター、  
Luluは1998年オランダで生まれ、15ケ月でドイツに来たが一時オランダの戻り、その後Nuremberg  
動物園に来た。6週間前からバランスの障害や後肢の衰えがあった。FSEは1990年に初めて  
BristoIVeterinarySchooIで確認された。BSEが種の壁を越えて伝播しうることが事実として示さ  

れた。  

ProMED－  
mai120070913．3038  

PrPBSEの取り込みに関わる腸粘膜の細胞を同定するため、ウシ腸上皮細胞株を樹立とM細胞分  
化誘導系を確立した。この系を用いてM細胞がPrPScを取り込むことを証明した。この結果から、  
PrPBSEが経口摂取によって感染するときに、腸のバイエル板を覆うドーム部の上皮層にあるM細  
胞が関わることが強く推定された。  

月号19－22頁  

インフル工ン ザ  Ther2007；82ニ638－  CIin Pharmaco［  641  
インフルエンサ主流了丁の腎既が認去就されるに伴い、多くの凶で‾桝防兼や制御戦略が開発され．つつあ  

る。多くの場合、アウトブレイクの検出や、指導者、医療従事者、対応要員の保護に主力が注がれ  
る。しかし、防御計画には養豚・養鶏業者も含まれるべきである。これらの業者を視野に入れなけ  
れば、流行時の発病率および死亡率の上昇だけでなく、新規ウイルス発生の可能性増大を招く恐  
れがある。   

軽度のインフルエンザ感染孤発症例であるフィリピンの25歳男性から分離された  
A／Ph＝ppines／341／2004（HIN2）とタイの4歳の男児から分離されたA／Thailand／271／2005（HINl）  

ウイルスについて遺伝学的分析を行った。両ウイルスともヒト集団で循環しているインフルエンザA  
（HINlおよぴHIN2）ウイルスとは抗原的および遺伝学的に異なり、ヘマグルチニン遺伝子はアジ  
アと北米で循環している古典的ブタHlウイルスと相同性が高かった。また、ノイラミニダーゼ遺伝  

子および内部遺伝子はヨーロッパのブタで循環しているウイルスと関連性が見られた。  

15  

インフルエン ザ  
Virus Genes2007ニ  

35：161－165  

ウイルス感染  2006年中国のブタで青耳病（豚生殖器・呼吸器症候群）が発生して以来、ブタの年齢やサイズに  
かかわらず急激な増加を示し、中国中に広まった。2007年には減少傾向になったが、最近、感染  
が再び出現している。不必要な損失を防ぐため養豚農家は防御を緩めないよう注意しなければな  
らない。  

ProMEDp  

mai120080208．0521  

ウイルス感染  2002年と2003年にフランス北部で2つ連続してブタコレラのアウトブレイクが野生イノシシで起こっ  

た。死亡または撃たれた動物について血清学的およびウイルス学的診断を行って調査したとこ  
ろ、Thionv＝e地域では2002年4～7月には8回検出されたが、2002年7月以降はウイルスは検出  

されなかった。北Vosges地方では地理的状況から狩猟制限をすることができず、2004年にも検出  
され続けた。フランス保健局は野生イノシシにワクチン接種することを決定した。  

VetRec2008；162：  

811－816  

ウイルス感染  2003年にオpストラリアNewSouthWaJesで3～4週齢の子豚の突然死が発生し、感染したブタで  
は多源性非化膿性心筋炎が認められ、ブタ心筋炎症候群と呼ばれた。配列非依存性単一プライ  
マp増幅法（SISPA）を用いて原因ウイルスの同定を行ったところ、フラビウイルス科ペスチウイル  
ス属の新規ウイルスであることが判明した。このウィルスはBungowannahvirusと命名された。  

2007年4月1日、日本は豚コレラ清浄国となり、次の清浄目標はオーエスキー病とされる。本病は  
昭和63年をピークとして大きく減少したが、東北、関東、南九州という養豚主産地では常在化して  

いる。本病の豚ヘルペスウイルス1はワクチンにより発症（死亡、死流産）は防げるが感染は防げ  

ない。対応策は浸潤地域での全頭ワクチン接種、清浄種豚の流通確保、繁殖豚の複数回ワクチ  
ン接種などとされる。  

Virus Res2007：  
129：26－34  

ウイルス感染  
10月号18－21  
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07年10月30日、報告日 2008年3月6日、OIE受領日 2008年3月7日、新たなアウトブレイクが  
08年3月1日と2008年3月3日に発生し、ウシ3頭、ブタ1頭の感染が確認され、すべて死亡した。  

気の起源は吸血性コウモリに関連した狂犬病である。   

でヒトとブタを殺している。その細菌は2003年以降デンマークで350人以上を感染させ、数人の癌と  
肝疾患患者の死亡に関係したと、コペンハーゲンポストが報じた。デンマークの保健当局はその  
細菌がブタを通してヒトに伝播していると言っているが、感染した肉を食べていない農民と獣医が  
どのように感染しているかについてはよく分っていない。   

抵抗性菌を見つけたと報告した。アイオワ大学の公衆衛生学者は、鼻綿で検査された299匹のブ  
タのうちの147匹の間で、同じ細菌株を見つけた。オンタリオ獣医大学の研究者はカナダの4つの  

死亡が、抗生物質抵抗性細菌に起因すると推測されるので、研究者は米国とカナダ当局がその  
知見に注意を払うよう奨励した。   

生化学的および培養特性はF＿SOurekii基準株とよく一致していた。今まで報告されたF．sourekii株  
は全てヒトの臨床材料由来であり、今回初めて家畜からも分離されることが明らかとなった。   
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神経系障害  2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作業員12名が炎症性神経疾患を発症し、  

Indianaの豚肉加工場従業員2名も同様の症状を発症した。この疾患は進行性炎症性神経障害と  

名づけられた。ケースコントロール試験の結果、ブタの脳を高圧空気を用いて採取するエ程と発  
症との関連性が強く示唆された。原因として、ブタの脳組織が自己免疫性末梢ニューロパテーを  
引き起こしたとの仮説があるが、詳細を調査中である。  

ProMED－  
mai120080201．0405  

ProMED－  
mai120080205．0470  疲原性を増大させる水性一油性エマルジョン小満を作り、小満は健康なヒトの皮膚に浸透するのに  

十分な高速に達していたかもしれない。また更に多くの作業員に吸入されていたかもしれない。  

米国で、これまでに確認された12名に加え、新たに1名の精肉作業員が神経症状を発症した。しか  
し、他の患者と異なり、この作業員は脳組織を除去するための高圧空気圧縮装置付近ではなく  
QPPエ場の地下での作業中に脳組織に曝露した。ミネソタ州疫学担当者が現在調査中である。  

ProMED－  
maiI20080206．0493  

米国で精肉作業員が神経症状を発症した件に関して、患者のMRIは炎症を示唆する神経覗の肥  
厚を示し、脳白質の異常は見られなかったことから、末梢神経系の疾患であると思われる。この疾  
患は患者が仕事を休むとある程度良くなることや、ブタの脳を取り扱っている他のエ場からは報告  
されていないことから、プリオンや他の感染性物質によるものではないと考えられる。噴霧化した  
ブタ脳組織の曝露によるものと考えられ、食の安全性に関係する問題ではない。  

ProMED－  
mai120080207．0500  

ネブラスカ州の元精肉作業員1名がミネソタ州やインディアナ州の豚肉加工場作業員で発症した  
のと同じ神経症状を呈していた。同州で初めての症例である。この症例もブタの脳組織を除去す  
るための高圧空気システムのある加工場で働いていた。この疾患の症例数は計14例となった。  

ProMED－  
mai120080307．0941  

2008年4月16日、豚肉加工場の作業員における原因不明の神経疾患症例数は3つの州で24例と  
なり、他の可能性症例が評価中である。ミネソタ州のQPPエ場の作業員が18名、インジアナ州で5  
名およぴネブラスカ州で1名である。  

ProMED－  

mai120080417．1376  

中国Guizhou省のブタ、ウシおよぴヒトにおけるエンテロトキシン産生大腸菌（ETEC）および志賀毒  
素産生大腸菌（STEC）の保有率を調べた。糞検体からの大腸菌分離株を調べたところ、患者では  
112例中73例、ブタでは106例中82例、およぴウシでは115例中18例がETEC陽性であった。またET  
遺伝子はF18Rmbriaeと共存していた。STECはブタで優先的であった。  

Bao2008；48：796－  WeiShengWuXue  799  

トリインフルエンザH5Nlの脅威に対し、ワクチン学者はノイラミニダーゼ阻害剤（NIs）と併せて備蓄  
されるインフルエンザA（H5Nl）ワクチンを生成している。1918年のスペインインフルエンザ、1957年  
およぴ1968年の大流行に関する研究から、ウイルスがいかに敏速に突然変異し弱毒化し（症例致  
死率50％から開始）、感染性を高めうるかが示された。世界中で何百万人が死亡する可能性があ  
る。しかし、アウトブレイクの中心地へのNIs、ワクチンおよび衛生措置を賢明かつ迅速に行うこと  

によって伝播の連鎖を断つことができる。  

Antivir Chem  
Chemother2007；  
18：71－74  

トリインフルエンザは動物とヒトの健康に重大な影響を及ぼす疾患として国際獣疫事務局（0肥）の  
リストに挙げられている。高病原性トリインフルエンザH5Nlウイルスにより何百万羽ものトリが死  
亡し、または殺処分となっただけでなく、ヒトを含むトリ以外の宿主に感染しうる。トリにおける感染  
症については、単に家禽類における疾患の影響を排除・低減するのでなく、あらゆる区域からアジ  
アH5Nl型ウイルスを根絶することを目的とした管理手段が必要である。  

BiosciRep2007；  
27：359－372  

0IE 2008年2月5日  香港における高病原性トリインフルエンザ：発生日 2007年11月18日、最初の確定日 2007年12  
月5日、報告日 2008年2月5日、0】E受領日 2008年2月5日、病原体 高病原性トリインフルエンザ  
ウイルス、血清型 H5Nl、新たなアウトブレイクが香港TuenMun公園で2007年11月18日と2007  
年12月3日に発生し、野生種（コサギ）において疑い例200例、症例2例、死亡2例。  
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病 したブタから遺伝学的に相同性であるトリ／ブタウイルスの再集合株の  米国の2つの農場の発   

鳥インフルエ ンザ  
Proc Natl Acad Sci 
USA2007；104：  

20949－20954  
H2N3インフルエンザAウイルスを分離・解析した。これらのウイルスは実験的に感染させたブタお  

よぴマウスで前適合なしで発病させることができた。また、ブタおよぴフェレットで感染性があり、高  
伝搬性であった。H2N3ウイルスは哺乳類宿主への適合性を持つため、その拡大に注意すべきで  

ある。  

2007年12月にトリインフルエンザにより死亡した24歳の中国人男性は、52歳の父親に直接ウイル  

スを感染させた（ヒトヒト感染）と、2008年4月7日に医師が報告した。中国当局は息子から父親に  
感染したと考えていると発表していたが、遺伝子配列や他の検査から裏付けられた。  

ProMED－  

mai120080408．1292  

検査の結果、中国でトリインフルエンザと診断された父親は息子から感染したことが示唆され、ヒト  
問でのウイルス伝播の懸念が強まった。息子が曝露したと思われるのは発症6日前に家禽市場へ  
行ったことだけであり、父親は無防備に病気の息子に接していた。父親と息子から分離したウイル  
スはH5Nl遺伝子構造を構成する核酸鎖において1塩基が異なる以外同一であった。  

Pub［ic Health  
Agency of 
Canada／CCDR  
Weekly2008年4月  

11日  

2003年から2007年までにWHOに報告されたトリインフルエンザA（H5Nl）の確定ヒト症例数は、計  
348例（死亡215例）である。2007年はカンボジアで1例（死亡1例）、中国で5例（死亡3例）、エジプト  
で25例（死亡8例）、インドネシアで41例（死亡36例）、ラオスで2例（死亡2例）、ミャンマーで1例（死亡  
0例）、ナイジェリアで1例（死亡1例）、パキスタンで1例（死亡1例）、ベトナムで8例（死亡5例）が報告  
され、合計症例数は85例（死亡57例）である。  

鳥インフルエ  WHO／EPR2008年1  

月2日  

2008年2月20日付け、WHO更新情報によると、中国保健省はWHOに対し、H5Nl鳥インフルエンザ  
の新たなヒト感染症例を報告した。症例は湖南省の22才の男性で、1月16日に発症し、1月23日に  
入院し、1月24日に死亡した。中国での確定例は28例で、うち18例が死亡している。  

鳥インフルエ  
国立感染症研究所  

感染症情報セン  
ター一 高病原性鳥イ  
ンフルエンザ 2008  

年2月21日  

2008年2月22日付け、WHO更新情報によると、中国保健省はWHOに対し、H5Nl鳥インフルエンザ  
の新たなヒト感染症例を報告した。症例は広西チワン族自治区の41才の男性で、2月12日に発症  
し、2月20日に死亡した。中国での確定例は29例で、うち19例が死亡している。  

国立感染症研究所  
感染症情報セン  
ター一 高病原性鳥イ  
ンフル工ンザ 2008  
年2月26日  
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2008年2月26日付け、WHO更新惰幸馴こよると、中国保健省はWHOに対し、H5Nl鳥インフルエンザ  
の新たなヒト感染症例を報告した。症例は広東省の44才の女性で、2月16日に発症し、2月22日に  
入院し、2月25日に死亡した。中国での確定例は30例で、うち20例が死亡している。  

国立感染症研究所  
感染症情報セン  
ター一 高病原性鳥イ  
ンフルエンザ 2008  

年2月27日  

正編高森モ有る盲‡面白醸は、ヒトに伝播し、感染を引き起こす可能性のあるブタ関連株である  
ことが示唆されている。英国では今まで動物またはヒトからのST398株分離の報告はなかった。  
2007年にScottishMRSAReferenceLaboratoryはヒトから分離され、MLSTによって同定された3  
例のST398株を受け取った。これらの分離株は最も普遍的なST398株と同一ではなかった。疫学  
的調査の結果、3例は同時期に入院しておらず、ブタや養豚業者との関連はなかったことが確認さ  
れた。  

2003年オランダで、Sm封パルスフィールドゲル電気泳動でタイピング不可能な新規のメチシリン耐  
性黄色ブドウ球菌（NT－MRSA）が出現した。ケースコントロール試験の結果、NT－MRSAのキャリア  
はブタまたはウシ飼育農家に多かった。またNT－MRSAは新規のクローン複合体ST398fこ属してい  
た。2002年にはと卜におけるNT－MRSAは0％であったが、2006年には同国の全MRSAの20％以上が  
N‾トMRSAによるものであった。動物宿主由来のMRSAがヒトに感染したものと考えられる。  

HPSWeekLyReport  
2008；42（23）：203  

EmerglnfectDis  

2007ニ13：1834－  

1839  

オランダ食品消費者製品安全局（VWA）によって行われた最近の研究で、同国の小売肉製品の  
11％が病院バクテリア『MRSA』によって汚染されていて、MRSA症例の84％に、ブタ、子牛と家畜農  

民に影響を及ぼすn卜MRSA（型のないMRSA）が存在していることが分かった。また、動物保健衛  
生当局は、養豚場の50％のブタがそのバクテリアに感染していることを確認した。ウシにおける感  

染レベルは調査中である。   
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PIG PROGRESS  
2008年3月5日  
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ドイツ保健省は、自国の養豚場のブタが、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）として広く知られ  
ている「病院細菌」に感染していると、発表した。NorthRhineWestphaIia州で検査された40の養豚  
場のうち28で、そしてブタの70％で検出された。感染しているブタは健康であった。当局は、消費者  
に、伝染を防ぐために肉を完全に調理するように忠告している。2003年にオランダの養豚場で  
MRSAが拡がっていることが明らかとなった後、検査が命令されている。  

ブドウ球菌感 染  
PIG PROGRESS 

2008年5月6日  

PIG PROGRESS 
2008年6月5日  のブタと養豚業者の間で拡がっていると、Naturaにユースが報じた。雑誌rVetMicrobioりに発表さ  

れた研究は畜産が本疾病の感染源の可能性があることを示唆している。研究者はOntarioの20の  
農場の258匹のブタと農場の労働者を検査した。その繹果、農場の45％、ブタの25％および農民の  
20％がMRSAに感染していることを見つけた。  

サンデーポスト【2008年6月1日】によると、スコットランドのMRSA関連研究所は、英国で今まで確  
認されていなかった新型のMRSA（ST398またはNT－MRSA）感染患者3名を確認した。このMRSAは  

家畜と人に影響を及ぼしながら、急速にヨーロッパ大陸と若干の他の国に広がっている。  

ProMED－  
mai120080605．1799  

ドイツ保健省は、自国の養豚場のブタが、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）として広く知られ  
ているr病院細菌」に感染していると、発表した。NorthRhineWestphalia州で検査された40の養豚  

場のうち28で、そしてブタの70％で検出された。その菌は、ヒトからブタに感染すると思われるので、  
養豚家が実際はキャリアであると推測されている。オランダの研究は、ウシもまたこの細菌に影響  
を受けることを示した。当局は、消費者に、伝染を防ぐために肉を完全に調理するように忠告して  
いる。  

THE PIG S）TE  
2008年5月6日  

レンサ球菌感  lnfezMed2007；15：  

111－114  この症例は、食肉処理業者の30歳男性で、悪寒と頭痛を伴う高熱のため入院し、細菌性髄膜炎  
が疑われ、脳脊髄液を検査したところ、ブタレンサ球菌2型が検出された。10日間で退院できるま  
でに回復した。ヒト髄膜炎の鑑別診断の際には、特にブタや生のブタ肉と密接な接触があったヒト  
ではブタレンサ球菌を考慮すべきである。  

ブタの死体に起因するブタ連鎖球菌（Streptococcussuis）の毒性ショック症候群のオーストラリア  
における最初の症例が公式に報告された。ペットフード労働者（41才男性）は、Melbourneエ場で  

動物を処理している期間にブタ連鎖球菌による致命的症状を生じたが治療後完全に回復した。同  
疾病は、最も最近では中国において、2005年に215人の畜殺業者と加工業者が感染し、半数が致  
命的であった。  

2005年8月3日、中国衛生部は、四川省で豚のレンサ球菌が206名に感染し、38名が死亡、18名が  

重症であったと発表した。豚のレンサ球菌の中でヒトに感染するのはS．suistype2であるが、豚か  
らヒトヘの直接接触による感染が殆どであり、ヒトからヒトヘの感染は報告されていない。今回の  
集団感染が発生した背景には通常のS．suistype2の感染の他に、インフルエンザのようなウイル  
ス感染が背景にあったのではないかと考えられる。  

レンサ球菌感  PIG PROGRESS  
2008年5月7日  

レンサ球菌感  
2007；10：103－106  
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